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春のぬ くもりを感 じる今日この頃。た くさんの思い出が詰まったたんげぽ組 とも今 日で最後 こ

なって しまいました。

11月 1冬休み明けの子ども達は少 し緊張 した顔で したが、■までの経験から支度をしながら、戻

達と会 う事ですぐに表 1青 が明るくなりました。

1互団年少組、皆で リトミックをしました。 リズムに合わせて体を動か した り、音楽に合ゎせて

動物になった り、友達 と協力 して 2人組や 6人組を作った り、最初は見よう見まねだった子ども

達が「や りたい」「次は何 ?」 「こんなのは ?」 と楽 しんでいる姿が見られるようにな りました。

この頃から年少組皆でご飯を食べる機会が多 くな り、子ども達はたんぱぽ組を超えて色んなクラ

スヘ行きました。色んな先生 と触れ合い大満足な顔で部屋に「ただいま J｀ _|と 戻ってくる姿に担

任も嬉 しくなって しまいました。また、朝 と帰 りの名札の付け替えやお弁当を食べ終わった子は

ナフキンで包んで帰る事が本格的に始まりました。幼稚園でも一緒にやってみた り、自分で挑戦

している時は見守 り、出来た時に一緒に喜び共感 していくことで皆が名札の付け替えやナフキン

で包む事に自信を持って取 り込んでくれました。一人で出来る様になった子もいます。 これは、

幼稚園だけではなくお家でも練習 して頂いたお陰だと思います。 ご協力あ りがとうございます。

子どもが「や りたい」 と思った時の集中力は、本当に素晴らしいです。

3月 10人位で「バナナ鬼」を楽 しむようにな りました。ルールは、氷鬼と似ていて、兄にタ

ッチされるとバナナになって固まって しまいます。この捕まった時のバナナポーズ ,そ して周 り

を見てお友達に助けを呼ぶ姿がとっても可愛いです。皆が鬼をや りたくて最初はジィンケンで し

た。決まっても「やっばり嫌だ～」「友達 と一緒が良い～」 とな り遊びがスター トするまで |こ 時間

が必要で した。今は、皆で足を出して見決めをします。「嫌だ」 となっても友達が変わってくれた

り、「1回だけやってみたら ?」 と声をかけている姿がありました。友達に支えられて、「挑戦 じ

てみよう i」 「頑張ってみよう」という心が沢山見られました。

給食の時間も友還の力って凄いなと思 うことがありました。給食は個々に食べる量 。好き嫌い

が違 う為に私達も一人一人に合 った声かけをしながらも「今 日はここまで頑張って欲 しいな」 と

心の中で思 う時があります。その私達の心を子ども達はたぶん知 らないはず ((笑))だ けど、「今

日のお肉美味 しいよ」「こないだ、○君同 じワカメ食べたよね」「皆、おから食べたり元気になる

よ」「△ちゃんが青菜食べたよ。すご―い (拍 手 )」 こんなや り取 りで頑張る子どもが沢山いまし

た。友達の声に元気をもらい自分に自信を持ち、ひと回 りもふた回 りも大きくなる手が出来てい

るのかなと思います。そんな子ども達を見て私たちも元気を沢山もらっていました。

一年間子ども達は、友達 と遊ぶ中で「喜怒哀楽」の感情を沢山味わう経験をしました。 これが

一人一人の成長につながっていくように思います。時には保護者の方も悩んだ事があったと思い

ますが子ども達の心や力が伸びているからこそ考える事が多かったのでしょう。きっとこの一年

が子どもにとって社会性を育む大切な時間だったと思います。 4月 から年中さんにな り、 また多

くの出会いがあると思います。そんな一つ一つの出会いを大切に楽 しく幼稚園生活が送 られるよ

うに見守 り続けて頂けたら嬉 しいです。

保護者の皆様にはこの一年間、至 らない点が多々あったと思いますがご理解 。ご協力、ありが

とうございました。子 ども達の成長をともに見守ることが出来、嬉 しく思います。進級 して新た

なクラスでもまた成長を見せてくれるのを楽 しみにしています。

一年間本当にありがとうございました 1
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